
２０２３年度 秋田県ダンススポ－ツ連盟第 1 回理事会 議事録 

１ 開 催 日 時   ２０２３年７月６日（木）１３時３０分～１６時 

２ 開 催 場 所   秋田市北部市民サービスセンター(キタスカ)３階洋室５     

３ 出 席 者   長谷川会長、富樫副会長、菅原副会長、三浦理事、 

富樫理事、尾留川理事、奈良理事、山岡監事、 

織田監事                以上９名  

４ 議      長   長谷川会長 

５ 書    記   奈良理事    

６ 司    会      奈良理事 

７  会 議 概 要 

総会は定刻 10分前に司会者が開会を宣言し開会された。続いて長谷川会長よ

り挨拶があった。挨拶では、議題が多く円滑に会議を進めてほしい旨のお願

いがあった。 

会議に入り、次第に従い４件の報告事項が長谷川会長から報告され、各報告

毎に意見・質問がなされた。次に５議題の協議に入り、担当理事の説明に対

し質疑がなされた。その他として、会計担当から令和３年度に本部から交付

されたブレイクダンス活動資金の取り扱いに不適切な事務処理があり、その

経緯等について報告があった。 

会議は、１６時５０分に閉会した。 

   

８ 会議内容と結果 

 報告事項 

① 予算書・決算書の本部雛形について 

本部雛形はなく、東北ブロックの DS大会用の雛形があり、この雛形を予算

書・決算書に使用している、との説明があった。様式に縛りがないのであ

れば、秋田県独自の見やすい予算書・決算書の様式を来年度に向け作成す

ることとし、その作成は織田監事が担当することとなった。 

② 第 33回 DS大会郵便振替口座の残高について 

入出金明細照会では、令和５年３月 31 日～５年４月 10 日では残高 0 円と

なっているが、５年３月 31 日現在の残高証明書では残高 18,000 円となっ

ている。この 18,000 円は 34 回大会の大会出場料（２組分、9，000 円/組

*2）であり、３月 28日、３月 31日に入金されたものである。この 18，000

円は本来令和４年度収入であり、本年度総会で承認された４年度決算、５

年度予算に影響するため、JDSF 本部と今後の対応を協議することとした。



また、大会申し込みが年度を跨ぐ場合や振り込みの遅れなど、様々なリス

クに対応するため、次年度以降は 1，100 円費用がかかるが、3 月 31 日現

在の残高証明書をとることとした。 

③ JDSF全国加盟団体代表者・正会員会議および定時社員総会について 

会議報告書に沿って説明された。質疑ではブレイキングとの今後の関わり

方の方向性と 2028 年長野国体からダンススポ－ツが公開競技になること

から、国体に向けた今後の取り組みについて議論が集中した。ブレイキン

グ団体とは DS 大会や DS 交流会等でのデモ依頼などで交流し、関係を深め

ていく方向となった。（ギブアンドテイクの関係を構築できればお互いにメ

リットあり） 

国体参加に向けた取り組みとしては、財団の先生との協力関係の構築、ジ

ュニア育成、ダンススポ－ツ JSPOのコーチ資格者の確保（このコーチがい

ないと出場できない）などの課題について今後具体策を理事会で協議して

いくこととした。また、会議議事録は本部から会長に届きしだい役員に供

覧することとした。 

④  第 35回秋田県ＤＳ大会のシラバスについて 

既に本部公認がなされ、JDSF本部ホームペ－ジに掲載されている。35回

大会に向け、理事相互の協力を密にすると共に、知識の向上を図り、より

良いシラバス作成を目指すこととした。また、国体を視野に入れジュニア

戦を入れることと、シニア東北ブロック戦との兼ね合いを考慮すること

とした。2024 年秋は、秋田県が東北ブロック大会の当番なので、会場の

早めに確保できるよう会場候補の情報を収集することとした。 

 

協議事項 

① ねんりんピック秋田県選手団ユニフォームの購入等について 

当連盟で一括購入し、1人 2，000円で貸し出すこととした。（購入希望者

には、県連購入価格で販売する。）また、旧ユニフォームは大会スタッフ

用として活用する。（購入希望者には 3，000円程度で売り払いも可） 

② ダンス交流会の内容について 

・ねんりんピック出場者の壮行会を兼ねることとし、代表４組にデモンス

トレーションを依頼する。(７月８日依頼済) 

・今後、秋田大学競技ダンス部と連携する方向で検討する。 

③ いきいきねんりんピック全県大会について 

社協からの大会補助金が 66,000円で固定され、大会参加料は社協に入る

仕組みとなっているため、毎回 20,000円程度の赤字となっている。赤字

解消のため、社協と補助金増額要請と仕組みの見直しについて、７月 14



日までに奈良理事が交渉する。また、審査員の増や選手権戦の単科戦から

複種目戦に変更などの案がでたが、社協との交渉後、再度理事会で協議す

ることとした。 

④ 年会費の処理方法の変更について 

織田監事から変更案（配布資料）が提示され、全会一致で了承された。 

⑤ 秋田県 DS大会の改善策について 

以下に主な意見を記す。 

・JDSF本部主催の大会やこのほどの青森大会で実施された大型スクリ－

ンによる案内等の導入については、近い将来実施しなければならないと考

えるが、現段階ではヒト・モノ・カネが足りておらず実施困難。東北各県

で実施する JBDF・JDSF大会を参考にして、選手が分かり易い掲示方法を

考え実施する。 

・JBDF競技会や東北６県の行事を把握し、DS大会と他行事がダブらない

ようにする。 

・大会会場の良し悪しにより出場者数の増減がある。出場者に評判の良い

会場を安価で借りられないか調査する。（貸し出し減免条件の把握） 

・広告収入、スポンサ－獲得による収入増。 

・参加料の増額（4，500円→5，000円） 

・入賞者副賞の充実 

（いろいろな案が出たが、競技人口の減少や選手の高齢化により、大

会運営は年々厳しさが増しており、上記の取り組みをしても根本解決

にならないが、地道な取り組みを継続していくことが肝要と思った。

奈良の考え） 

その他 

   ・会計担当から令和４年３月 25日に本部からブレイクダンス活動資金と 

して振り込まれた 27，000円の会計処理に不適切な事務処理があり、そ

の内容・経緯等について説明と今後チェック体制を強化するなどし、適

正な事務処理に努める旨の報告があった。（この事務処理は前任者によ

る） 

   ・会員メ－ルについて、早期に再開すべきとの意見が監事からあった。

JDSF秋田のホームペ－ジの充実により、その必要性は薄れているとの意

見が大半を占めたが次回理事会で再度協議することとした。   以上 

 

令和５年７月１２日 

書記 奈良 正右衛門 

ＪＤＳＦ秋田役員の皆様へ  

第 1 回理事会の議事録を供覧します。 


